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第
�2
回
在
京
白
堊
会
総
会
・
懇
親

会
を
、
５
月
��
日
㈯
、
ޚ
஡
ノ
ਫ

の
ホ
ς
ル
、
東
京
ガ
ー
デ
ン
ύ
レ
ス

で
開
催
し
ま
す
。
今
回
幹
事
を
務
め

る
の
は
昭
和
�3
年
卒
。
昭
和
時
代
の

最
後
の
卒
ۀ
ੜ
で
す
。

　

今
回
も
前
年
と
同
様
、
コ
ン
ύ
ク

ト
な
会
を
志
޲
し
、
総
会
・
懇
親
会

の
み
の
シ
ン
プ
ル
な
ܗ
と
し
ま
す

が
、
そ
の
分
、
ご
参
加
い
た
だ
く

方
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ἀ
ン
の

ྠ
が
޿
が
る
懇
親
会
と
な
る
よ
う

心
が
け
る
所
ଘ
で
す
。

　

申
込
み
は
、
ᶃ
同
෧
し
た
「
申

込
み
は
が
き
」
の
ฦ
৴
か
、
ᶄ
ウ
ỻ

ブ
か
ら
の
申
込
を
選
୒
い
た
だ
け

ま
す
。
４
月
24
日
㈮
ま
で
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
で
き
る
だ
け
、
༣

Ի
ָ
ʹ
৐
ͤ
て
ỏަ
ྲྀ
޿
͕
Ε
！�

  

５
月
16
日
㈯
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
で
開
催

在京白堊会
2020総会

お 願 い

（2019.5.11）ܠ年の૯会懇親会෩ࡢ

第15回在京白堊Ϩディε会（2019.6.22）
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༻
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Ố

ศ
コ
ス
ト
（
１
通
�8
円
）
が
か
か

ら
な
い
ウ
ỻ
ブ
か
ら
の
申
込
み
を

優
先
し
て
い
た
だ
く
と
幸
い
で
す

（
こ
の
場
߹
は
、
申
込
は
が
き
の
ฦ

ૹ
は
ෆ
要
で
す
）。

　

な
お
、
当
日
は
昭
和
�3
年
卒
の
同

期
で
あ
る
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
৿
知
ӳ

さ
ん
、
声
楽
Ո
の
大
௡
ࠤ
知
子
さ
ん

に
よ
る
ミ
ニ
・
コ
ン
サ
ー
ト
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

৿
さ
ん
は
、
東
京
᥁
術
大
学
音
楽

学
部
・
同
大
学
大
学
院
修
࢜
՝
ఔ
を

修
了
し
ま
し
た
。
一
高
在
学
中
に
日

本
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
、
そ
の
後

ベ
ー
ト
ー
ϰ
ỻ
ン
ࠃ
ࡍ
ピ
ア
ノ
コ

ン
ク
ー
ル
や
シ
ἀ
ύ
ン
ࠃ
ࡍ
ピ
ア

ノ
コ
ン
ク
ー
ル
等
で
受
賞
。
現
在
は

ソ
ロ
・
ࣨ
内
楽
・
後
進
指
導
な
ど
׆

ಈ
は
多
ذ
に
౉
り
ま
す
。��

日   ࣌ɿ2020年 5 月16 日（土）
　　　   ૯会・懇親会 16 ࣌から
　　　    ड෇開࢝ 15 ࣌ �0෼より
場   ॴɿ ホテル 東京ガーデンパレス 
            （˟11��00�4 ౦京౎จ京۠౬ౡ１ஸ໨̓ô ̑）
Ճඅɿ一般ࢀ 8,000円ʗ学生・院生 1,000円
                     （在京白堊会 ྩ和2年౓年会අ 2
000円
　　　　　   はผ్ड෇にてೲ入で͖·͢）
●ਃし込みは、ͥ ͻウΣブ·たはεϚϗから
　　　　　 IUUQ���CJU.MZ�Iakua2020

第52回在京白堊会総会・懇親会開催概要

　

大
௡
さ
ん
は
東
京
ঁ
子
大
学
卒

ۀ
後
、一
ൠ
ا
ۀ
を
経
て
౉
ถ
。ジ
ュ

リ
ア
ー
ド
音
楽
院
で
ݚ
ᮎ
を
ੵ
み
、

ル
ブ
リ
ア
ン
・
フ
ラ
ン
ス
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
ಔ
賞
受
賞
。
現
在
は
東
京
ࣨ

内
歌
ܶ
場
・
東
京
シ
ς
ィ
オ
ペ
ラ
ڠ

会
な
ど
を
中
心
に
、
数
々
の
オ
ペ

ラ
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
公
演
や
コ
ン
サ
ー

ト
に
出
演
し
て
い
ま
す
。��

　

お
二
人
の
コ
ラ
Ϙ
レ
ー
シ
ἀ
ン
・

コ
ン
サ
ー
ト
は
໓
多
に
ௌ
け
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
༠
い
߹
わ

せ
の
上
、
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

�（
幹
事
代
表��

昭
和
�3
年
卒��

中
໺�

ହ
）

ホテル 東京ガーデンパレス 交通アクセス

ủ
ΰ
ϧ
ϑ
େ
ձ
Ứࢀ
Ճ
ऀ
ื
ू

２
０
２
０
年
10
月
10
日
㈯

今
年
の
レ
デ
ィ
ス
会
は
10
月
開
催

　

本
年
開
催
の
第
��
回
在
京
白
堊

レ
デ
ィ
ス
会
は
、
こ
れ
ま
で
の
６

月
で
な
く
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終

わ
っ
た
ळ
に
予
定
し
ま
し
た
。
食

ཉ
・
芸
術
の
ळ
、
多
く
の
白
堊
レ

デ
ィ
ス
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

開
催
日
：
２
０
２
０
年
�0
月
�0
日
㈯

　

受
付
／
��
：
30
〜

　

開
࢝
／
�2
：
00
〜
��
：
00

会
場
：4VO�N

J

（
サ
ン
ミ
）高
松
本
店

　

中
ԝ
区
ۜ
࠲
６�

３�

９　

※
地
下

　

మ
ۜ
࠲
駅�

ె
歩
２
分
（
$2
出
ޱ
）

　
（
ి
話
０
３�

５
５
６
８�

３
３
０
０
）

会
費
：
５
千
円

ή
ε
ト
：
ະ
定

ࡏ
ژ
ന
ᆒ
Ϩ
σ
ỹ
ε
ձ

　

白
堊
歌
会
̧
̪
̧
̪
は
̬
Ｅ
̗
歌

会
「
白
堊
歌
会
の
部
屋
」
を
ڌ
఺
に

交
流
を
ਤ
っ
て
い
ま
す
。「
白
堊
歌
会

の
部
屋
」
に
は
ど
な
た
で
も
作
品
を

౤
ߘ
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
当
歌
会
は
白
堊
芸
術
祭
最

終
日
に
恒
例
の
໺
ޱ
田
௽
子
さ
ん（
Ｓ

40
卒
）
に
よ
る
ٶ
୔
ݡ
治
と
白
堊
歌

会
の
作
品
の
朗
読
を
行
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
２
０
１
９
白
堊
芸
術
祭

で
は
戸
田
஧
༞
さ
ん
（
Ｓ
20
年
次
４

年
卒
）
に
「
盛
中
４
年
卒　

ダ
ダ
の

Ո
か
ら
」
の
ς
ー
Ϛ
で
ޠ
っ
て
い
た

だ
く
講
話
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
会

場
に
は
昭
和
20
年
卒
の
同
૭
４
名
が

ご
来
場
下
さ
り
、
学
ె
ۈ
࿑
ಈ
員
の

ମ
ݧ
談
な
ど
、
و
重
な
お
話
を
お
࢕

い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最دӺ　・̧̟中ԝઢ・૯෢ઢ「ޚ஡ϊਫӺ」੟ޱڮ（౦京Ӻدりのվࡳ）よりెา 5 ෼
　　　　・౦京メτϩ千୅田ઢ「新ޚ஡ϊਫӺ」よりెา 5 ෼
　　　　・౦京メτϩؙϊ಺ઢ「ޚ஡ϊਫӺ」よりెา 5 ෼

大௡ࠤ஌ࢠさん ৿　஌ӳさん
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賑
や
か
に
、令
和
元
年
の
芸
術
祭

　
戸
田
忠
祐
さ
ん（
Ｓ
20
卒
）
講
話
な
ど
催
事
も
多
彩
に

2019白堊芸術祭追　悼

搬入・会場設営を終えて（12月１日）

笑顔が忘れられない及川昭伍さん

在
京
白
堊
会

　
　
顧
問
　 

及
川
昭
伍
さ
ん
（
Ｓ
25
卒
）
ご
逝
去

　

及
川
昭
伍
さ
ん
が
２
月
�4
日
（
金
）、
午
前
��
時
９
分
、
永
眠

さ
れ
ま
し
た
。
葬
儀
は
盛
岡
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ご
逝
去
を
悼

む
声
が
多
く
、
東
京
で
「
偲
ぶ
会
」
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

２
月
�8
日
（
火
）、
午
前
��
時
か

ら
盛
岡
市
北
山
の
源
勝
寺
で
行
わ
れ

た
葬
儀
に
は
、
在
京
白
堊
会
を
代
表

し
て
副
会
長
の
三
浦
千
波
さ
ん
（
Ｓ

�0
卒
）
が
弔
辞
を
捧
げ
ま
し
た
。
在

京
白
堊
会
を
立
ち
上
げ
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
今
日
の
礎
を

築
か
れ
た
こ
と
、
白
堊
芸
術
祭
創
設

な
ど
、
い
つ
も
に
こ
や
か
な
笑
顔

で
後
進
を
導
い
て
く
れ
た
及
川
さ

ん
の
お
人
柄
が
偲
ば
れ
る
弔
辞
に
、

多
く
の
参
列
者
が
涙
し
ま
し
た
。

　

東
京
で

の
「
偲
ぶ
会
」

の
開
催
は
、

後
日
、
在
京

白
堊
会
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
ご
案

内
い
た
し
ま

す
。

� �
及
川
昭
伍
顧
問
の
逝
去
を
悼
ん
で　

　
　
在
京
白
堊
会�

会
長��

戸
田　

純

　

在
京
白
堊
会
顧
問
及
川
昭
伍
氏

（
Ｓ
2�
卒
）
が
２
月
�4
日
、
か
ね
て

病
気
療
養
中
の
と
こ
ろ
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
享
年
8�
歳
（
満
8�
）
で
し

た
。
在
京
白
堊
会
を
代
表
し
お
悔
や

み
申
し
上
げ
ま
す
。

　

及
川
さ
ん
は
、
昭
和
44
年
の
在
京

白
堊
会
設
立
の
時
か
ら
世
話
人
と

し
て
参
加
さ
れ
、
会
長
制
に
な
っ
た

平
成
８
年
に
初
代
会
長
に
就
任
さ

れ
ま
し
た
。
平
成
��
年
ま
で
会
長
を

務
め
ら
れ
た
後
は
、
顧
問
と
し
て
私

た
ち
後
輩
を
指
導
し
て
下
さ
い
ま

し
た
。
ま
た
、
昨
年
発
行
し
た
『
在

京
白
堊
会　

�0
年
の
あ
ゆ
み
』
の
編

集
に
お
い
て
も
、
常
に
リ
ー
ド
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。

　

在
京
白
堊
会
�0
年
を
牽
引
し
て

い
た
だ
き
、
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
及
川
さ
ん
が
よ

く
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
「
み
ん
な
で

楽
し
く
や
れ
れ
ば
い
い
ん
だ
よ
」
の

精
神
を
受
け
継
ぎ
、
在
京
白
堊
会
を

楽
し
い
会
と
し
て
続
け
て
い
く
こ

と
を
お
約
束
し
ま
す
の
で
、
安
ら
か

に
お
眠
り
下
さ
い
。

��

及
川
昭
伍
顧
問
の
思
い
出

　
在
京
白
堊
会�

事
務
局
長��

藤
井 

則
夫

　

在
京
白
堊
会
�0
年
の
歴
史
の
中

で
、
及
川
顧
問
の
果
た
し
た
役
割
は

皆
さ
ん
が
一
様
に
お
話
し
し
て
下

さ
る
よ
う
に
、
絶
大
な
も
の
で
す
。

な
か
で
も
現
事
務
局
が
接
し
た
記

念
誌
編
纂
を
通
じ
て
の
顧
問
像
は
、

卓
越
し
た
そ
の
予
知
能
力
で
す
。
ご

自
身
の
余
命
を
予
期
し
て
い
た
と

思
わ
れ
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
運
び
、
過

去
の
記
録
と
記
憶
の
確
か
さ
、
そ
し

て
厳
密
な
レ
ビ
ュ
ー
姿
勢
、
仕
上
げ

て
か
ら
の
会
員
配
布
、
贈
書
方
針
、

実
施
状
況
、
す
べ
て
を
見
届
け
安
心

な
さ
っ
て
入
院
さ
れ
ま
し
た
。

　

残
さ
れ
た
私
た
ち
在
京
白
堊
会

は
、
で
き
る
限
り
こ
の
精
神
を
承
継

し
末
永
く
伝
え
る
こ
と
を
お
約
束

し
、
今
は
、
唯
々
ご
冥
福
を
お
祈
り

す
る
ば
か
り
で
す
。

在
京
白
堊
会
50
年
記
念
誌
を

頒
布
し
て
い
ま
す
！

�����　
�0
年
記
念
誌
編
集
事
務
局

　
　
　
　
　

�

岩
澤
新
治
（
Ｓ
4�
卒
）

　

昨
年
、
在
京
白
堊
会
創
設
�0
年
を

迎
え
、
�0
年
の
歩
み
を
記
し
た
記
念

誌
を
発
行
し
ま
し
た
。
年
会
費
を
納

め
た
約
１
２
０
０
名
の
方
々
に
冊

子
を
お
分
け
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
余

部
が
若
干
残
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
希

望
さ
れ
る
方
は
、
二
千
円
に
て
頒
布

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
左
記
あ
て
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
お
申
込
み
先
：080����8�����

�IBLVB���0!
HN
BJM�DPN

岩
澤
）

及川昭伍さんの葬儀で
弔辞を捧げる三浦千波さん

『在京白堊会 50 年の
あゆみ』2019年２月
21日発行　会員頒布
価格 2.000円（税込）

　

第
�2
回
白
堊
芸
術
祭
は
、
令
和
元
年
�2
月
２
日
㈪
か

ら
７
日
㈯
ま
で
、
神
田
駿
河
台
下
の
文ぶ

ん
ぽ
う
ど
う

房
堂
４
階
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
開
催
。
会
場
で

は
ミ
ニ
・
コ
ン
サ
ー
ト
や

講
話
、
朗
読
、
同
期
会
な

ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
も
行

わ
れ
、
大
勢
の
皆
様
に
ご

来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
第
�3
回
目
の
今

年
は
同
会
場
で
�2
月
７
日

㈪
〜
�2
日
㈯
に
開
催
の
予

定
で
す
。

S20 卒戸田忠祐さんの講話「盛中４年卒 ダダの家から」（12月6日）。
「昭和 20 年４月、盛中を４年で卒業させられたのは中学生を兵隊と
して送るためであった」と、盛中４年卒の意味を語ってくれた。

●写真左●

S47卒メンバーによる
「Hakua47」ミニ・ライブ
（12月6日）

●写真下●

芸術祭最終日（12月7日）
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白
堊
同
窓
の
お
店
で

新
人
歓
迎
会
を
開
催

「
ゴ
ル
フ
大
会
」参
加
者
募
集

第
18
回
大
会
は
今
秋
10
月
23
日
㈮
開
催

「
歌
の
祭
り
」
参
加
者
募
集

第
23
回「
歌
の
祭
り
」は
８
月
２
日
㈰

ク
ラ
ブ
活
動
報
告

　

２
０
１
９
年
４
月
に
慈
恵
医
大

に
４
年
ぶ
り
に
白
堊
の
後
輩
が
入

学
し
、
在
京
白
堊
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ

ブ
の
新
会
員
と
な
り
ま
し
た
。
同
年

��
月
１
日
に
歓
迎
会
を
兼
ね
て
懇

親
会
を
開
き
ま
し
た
。
場
所
は
、
江

戸
川
橋
駅
付
近
に
あ
る
「
ポ
ケ
モ
ン

Ｇ
Ｏ�

居
酒
屋�

元
気
の
か
け
ら
」
と

い
う
お
店
で
す
。
�8
席
で
満
席
に
な

る
こ
じ
ん
ま
り
し
た
店
で
す
が
、
今

回
は
20
歳
か
ら
80
歳
ま
で
の
多
彩

な
��
名
の
出
席
者
が
あ
り
、
貸
し
切

り
と
な
り
ま
し
た
。
他
に
も
今
回
初

め
て
の
参
加
が
２
名
あ
り
ま
し
た
。

　

実
は
、
こ
の
店
は
私
の
白
堊
の
同

期
で
あ
り
、
か
つ
桜
城
小
学
校
の
同

期
で
も
あ
る
松
本
恵
理
子
さ
ん
が

共
同
経
営
し
て
い
る
店
で
、
昨
年
４

月
に
開
店
し
た
ば
か
り
で
す
。
ポ
ケ

モ
ン
Ｇ
Ｏ
を
楽
し
む
方
々
の
聖
地

に
な
り
つ
つ
あ
り
、
繁
盛
し
て
い
る

よ
う
で
す
。
白
堊
同
期
（
Ｓ
�8
卒
）

や
桜
城
小
学
校
の
同
期
も
こ
こ
で

飲
み
会
を
し
て
い
ま
す
。
食
事
も
美

味
し
い
で
す
し
、
日
本
酒
も
多
彩
で

お
奨
め
で
き
る
お
店
で
す
。
皆
様
も

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
、
是
非

一
度
お
越
し
に
な
っ
て
い
た
だ
け

る
と
幸
い
で
す
。
今
後
も
会
員
数
を

さ
ら
に
増
や
し
つ
つ
、
岩
手
ゆ
か
り

　
「
歌
の
祭
り
」
は
ジ
ャ
ン
ル
を

問
わ
ず
プ
ロ
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
伴

奏
で
歌
唱
を
楽
し
む
会
で
す
。
最

近
は
ピ
ア
ノ
、
フ
ル
ー
ト
、
サ
ッ

ク
ス
等
器
楽
演
奏
を
披
露
し
て
く

だ
さ
る
方
も
い
ま
す
。
次
回
、
第

23
回
は
左
記
の
通
り
。
初
め
て
の

方
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

見
学
だ
け
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

〈
開
催
概
要
〉

日
時
：
２
０
２
０
年
８
月
２
日
㈰

受
付
開
始
：
�2
時
30
分

開
演
：
�3
時
〜
��
時
30
分

会
場
：
恵
比
寿
「
サ
ウ
ン
ド
ゾ
ー
ン

　
Ｅ
♭
」
渋
谷
区
恵
比
寿
３�

28�

�2

Ａ
Ｔ
Ｙ
ビ
ル
１
Ｆ

電
話
：
03�

５
７
９
５�

１
２
１
５

会
費
：
３
５
０
０
円
（
ド
リ
ン
ク
、

お
つ
ま
み
代
含
む
）

エ
ン
ト
リ
ー
曲
数
：
一
人
２
曲
以
内

申
込
先
：　

高
橋
利
宏
（
Ｓ
4�
卒
）

　

〒��4 �00�4

板
橋
区
中
台
３�

2��

Ｇ�

８
０
１

電
話 

：
０
９
０�

６
４
７
６�

７
１
０
９

M
ail: UPTIJ�UBLBIBTIJ!

J�TPGUCBOL�KQ

申
込
締
切
：
６
月
30
日
㈰

●
２
０
１
９
白
亜
芸
術
祭

　
「
歌
の
祭
り
」
報
告

　

�2
月
５
日
㈭
�4
時
よ
り
神

田
文
房
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
、

白
堊
の
皆
様
の
素
晴
ら
し
い

芸
術
作
品
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、

歌
の
祭
り
有
志
�8
名
（
��
組

／
史
上
最
多
！
）
が
歌
唱
、

　

本
年
も
ザ
・
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
竜
ケ

崎
で
開
催
し
ま
す
。
個
人
で
の
参
加

も
可
能
で
す
。
セ
ル
フ
組
か
キ
ャ
デ

イ
付
組
を
選
べ
、
ど
な
た
で
も
気
楽

に
参
加
で
き
ま
す
。
ま
た
、
東
京
・

八
重
洲
か
ら
往
復
の
バ
ス
も
準
備

し
、
帰
途
、
バ
ス
車
内
で
年
次
を
超

え
た
懇
親
会
も
計
画
し
て
お
り
ま

す
。
多
く
の
会
員
の
皆
様
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
催
日
：
２
０
２
０
年
�0
月
23
日
㈮

会
場
：
ザ
・
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
竜
ヶ
崎

募
集
組
数
：
８
組
（
予
定
）　　
　

※
実
施
要
領
は
、
次
号
会
報
並
び
に

在
京
白
堊
会
Ｈ
Ｐ
で
ご
案
内
い
た

し
ま
す
。
幹
事
団
は
Ｓ
40
卒
（
細
越

ほ
か
）
で
す
。

●
第
17
回「
ゴ
ル
フ
大
会
」
結
果
報
告

　
（
２
０
１
９
年
10
月
18
日
開
催
）

　

台
風
直
後
の
悪
天
候
に
も
か
か

わ
ら
ず
��
名（
前
回
2�
名
）が
参
加
。

年
次
対
抗
戦
優
勝
は
Ｓ
40
卒
（
細
越

博
資
、小
林
昌
彦
、齋
藤
修
、久
保
光

弘
）、個
人
戦
優
勝
は
Ｓ
40
卒
小
林

昌
彦
さ
ん
、ベス
グ
ロ
賞
は
Ｓ
48
年
卒

志
智
雄
之
さ
ん（
スコ
ア
8�
）で
し
た
。

白堊同窓の店「ポケモンGO 居酒屋 元気のかけら」で開かれた
在京白堊メディカルクラブ新会員歓迎懇親会（2019.11.1）

第17 回在京白堊会ゴルフ大会（2019.10.18）

器
楽
演
奏
等
を
披
露
し
ま
し
た
。

多
く
の
皆
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き

感
謝
し
て
い
ま
す
。

●
第
22
回
「
歌
の
祭
り
」
報
告

　

２
月
９
日
㈰
午
後
�3
時
よ
り
恵

比
寿
サ
ウ
ン
ド
ゾ
ー
ン
・
イ
ー
フ

ラ
ッ
ト
（
Ｅ
♭
）
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
Ｓ
3�
年
か
ら
Ｓ
�3
年
卒
ま

で
、
33
年
に
及
ぶ
年
齢
層
の
2�
名
が

参
加
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
、
カ
ン
ツ
ォ
ー

ネ
、
オ
ペ
ラ
の
ア
リ
ア
か
ら
演
歌
、

民
謡
ま
で
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、

ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
を
傾
け
な
が
ら
互

い
に
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

今
回
か
ら
新
し
い
会
場
で
、
少

し
手
狭
に
は
な
り
ま
し
た
が
、
真

新
し
い
ピ
ア
ノ4UBOX

BZ

と
素
晴

ら
し
い
音
響
効
果
で
演
奏
を
盛
り

上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
見
学

の
お
客
様
も
参
加
さ
れ
楽
し
ん
で

い
か
れ
ま
し
た
。
終
了
後
は
隣
の

恵
比
寿
ガ
ー
デ
ン
プ
レ
イ
ス
で
一
杯

や
っ
て

帰
ら
れ

た
方
も

多
か
っ

た
よ
う

で
す
。

第22回歌の祭り（2020.2.9 恵比寿サウンドゾーン E♭）

の
店
を
見
つ
け
て
、
定
期
的
に
楽
し

く
会
食
し
て
交
流
を
深
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
当
ク
ラ
ブ
の
重
要
な
役
割

と
し
て
、
５
月
開
催
の
在
京
白
堊
会

総
会
で
、
恒
例
の
「
健
康
相
談
」
の

ブ
ー
ス
を
作
っ
て
対
応
し
ま
す
。
健

康
診
断
の
結
果
が
悪
か
っ
た
の
で

ど
う
し
よ
う
と
か
、
気
に
な
る
症
状

が
あ
る
け
ど
何
科
に
受
診
す
れ
ば

い
い
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
な
ど

何
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

�

文
責　

志
和
成
紀
（
Ｓ
�8
卒
）

白堊芸術祭「歌の祭り」（2020.12.5）
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令
和
忠
臣
蔵『
蟻
た
ち
の
矜
持
』

ݐ
૔
ܓ
հ
͞
Μớ
̨
��
ଔ
Ờの
௧
շ
ا
ۀ
খ
આ

ɹ
ന
ᆒ
Վ
ձ
̧
̪
̧
̪

�　

٢
田
य़
雄
さ
ん
（
Ｓ
38
卒
）
の
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
小
આ
『
メ
ー
ト
ル

๏
と
日
本
の
近
代
Խ�����

田
中
ؘ
Ѫ

٦
と
ݪ
ܟ
が
ඳ
い
た
ະ
来
』
が
現
代

書
ؗ
か
ら
出
൛
さ
れ
ま
し
た
。
໌
治

ҡ
新
以
来
ࠞ
ཚ
し
て
い
た
度
ྔ
ߧ
๏

を
大
ਖ਼
�0
年
に
վ
ਖ਼
し
ओ
た
る
୯
Ґ

ܥ
を
メ
ー
ト
ル
๏
に
し
た
ឯ
余
曲
ં

と
、Ѫ
٦
と
ܟ
の
உ
の
༑
৘
を
ඳ
い
て

い
ま
す
。
こ
の
๏
վ
ਖ਼
は
地
味
な
も
の

で
し
た
が
、そ
の
後
の
日
本
の
近
代
Խ

に
大
き
く
Ө
響
し
ま
し
た
。

　

本
書
は
一
ൠ
書
店
で
定
Ձ
１
８
０
０

円
ʴ
ফ
費
੫
で
ൢ
ച
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
฼
校
盛
岡
一
高
卒
の
大
学

ੜ
を
対
৅
に
「
奨
学
ੜ
制
度
」
を

創
設
し
た
ਢ
藤
ୋ
千
代
さ
ん
（
Ｓ
3�

卒
）
の
ࢧ
ԉ
に
よ
り
盛
岡
一
高
卒
ۀ

ੜ（
在
校
ੜ
含
む
）に
は
ૹ
ྉ
込
み

１
０
０
０
円
で
ఏ
ڙ
い
た
だ
け
ま
す
。

希
望
者
は
٢
田
さ
ん
の
メ
ー
ル
ア
ド

レ
スI����4ZPTIJEB!

HN
BJM�DPN

に
氏
名
、（
〒
）
Ѽ
先
、
ి
話
൪
号
、

連
絡
先
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
冊
数
を

連
絡
す
れ
ば
出
൛
ࣾ
か
ら
ૹ
本
、
お

ࢧ
෷
い
方
๏
も
ご
案
内
さ
れ
ま
す
。

ฤ
ू
ޙ
ه

˝
在
京
白
堊
会
創
立
メ
ン
バ
ー
で
初

代
会
長
、
そ
し
て
ੜ
き
ࣈ
引
で
も

あ
っ
た
及
川
昭
伍
さ
ん
が
２
月
�4

日
、
安
ら
か
な
眠
り
に
つ
か
れ
た
。

ٸ
で
は
あ
っ
た
が
、
今
号
は
௥
悼
の

気
࣋
ち
を
込
め
て
ࣸ
真
等
は
で
き
る

だ
け
及
川
さ
ん
が
ࣸ
っ
て
い
る
も
の

を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
。
ৼ
り
ฦ
れ

ば
、
在
京
白
堊
会
の
׆
ಈ
の
中
心
に

は
常
に
及
川
さ
ん
の
や
さ
し
い
笑
顔

が
あ
っ
た
。
あ
の
笑
顔
に
導
か
れ
て

在
京
白
堊
会
の
今
が
あ
る
。
ࠔ
೉
に

直
໘
し
て
も
、
あ
の
笑
顔
を
思
い
ු

か
べ
れ
ば
৐
り
切
っ
て
い
け
る
だ
ろ

う
。
˝
新
ܕ
コ
ロ
φ
ウ
イ
ル
ス
の
޿

が
り
で
、
会
߹
や
֎
出
が
予
断
を
ڐ

さ
な
い
状
況
に
な
っ
た
。
ਖ਼
し
く
ڪ

れ
、
ྫྷ
੩
な
൑
断
が
ٻ
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
う
い
う
時
だ
か
ら
こ
そ
笑
顔

を
絶
や
さ
ず
、
い
か
よ
う
に
も
対
応

で
き
る
よ
う
備
え
た
い
。（
Ｙ
）

৽ץ঺հ
ứ
ϝ
ồ
τ
ル
๏
ͱ
日
ຊ
の
ۙ
୅
Խ

ɹ
ɹ

������

ా
த
ؘ
Ѫ
٦
ͱ
ݪ
ܟ
͕
ඳ
い
ͨ
ະ
དྷ
Ừ

　

白
堊
歌
会
̧
̪
̧
̪
は
̬
Ｅ
̗
歌

会
「
白
堊
歌
会
の
部
屋
」
を
ڌ
఺
に

交
流
を
ਤ
っ
て
い
ま
す
。「
白
堊
歌
会

の
部
屋
」
に
は
ど
な
た
で
も
作
品
を

౤
ߘ
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
当
歌
会
は
白
堊
芸
術
祭
最

終
日
に
恒
例
の
໺
ޱ
田
௽
子
さ
ん（
Ｓ

40
卒
）
に
よ
る
ٶ
୔
ݡ
治
と
白
堊
歌

会
の
作
品
の
朗
読
を
行
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
２
０
１
９
白
堊
芸
術
祭

で
は
戸
田
஧
༞
さ
ん
（
Ｓ
20
年
次
４

年
卒
）
に
「
盛
中
４
年
卒　

ダ
ダ
の

Ո
か
ら
」
の
ς
ー
Ϛ
で
ޠ
っ
て
い
た

だ
く
講
話
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
会

場
に
は
昭
和
20
年
卒
の
同
૭
４
名
が

ご
来
場
下
さ
り
、
学
ె
ۈ
࿑
ಈ
員
の

ମ
ݧ
談
な
ど
、
و
重
な
お
話
を
お
࢕

い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
歌
会
で
交
流

戸
田
忠
祐
さ
ん
ご
講
話
も
実
施

നᆒؔऀ܎ʹ

ಛผՁ֨Ͱఏڙ

࢛࿡൑্੡　ຊจ 216 ท

芸術祭でࣗஶを঺հ る͢٢田य़༤さん

����നᆒܳज़ࡇϛχɾΪϟϥϦʔ

◀
福
田  
隆
ớ
̨
49
ଔ
Ờ

  

〈
ޚ
ַ
ͱ
ԫ
༿
〉

˞ӈͷௗ्ٔը͕
ֆ෇͚͞ΕͨϚά
Χοϓɻٴ઒তޔ
͞Μͷޙ࠷ͷ࡞඼
ͱͳΓ·ͨ͠ɻ

▲三浦千波（S50卒） ʪΈͪͷ ͷ͘෩ܠʫ

▲及川昭伍（S25卒） 

    ʪࠨɾ੨࣓ᬵච౵ʗӈɾછʫ

▲伊藤  総（S55 卒）  ʪ࡞޻ࢴɾͣ͢Ίʫ 　

何
か
と
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ἀ
ン

の
ཷ
ま
る
昨
今
、
ス
カ
ッ
と
気
分
స

׵
し
た
い
な
ら
こ
の
一
冊
。
੺
ึ
事

݅
を
現
代
に
Ҡ
し
、
Ｏ
̙
Ｅ
案
݅
を

෣
台
に
᠘
に
ቕ
め
ら
れ
た
ࣾ
長
を

4�
人
の
ࣾ
員
が
ٹ
い
、
৐
っ
औ
ら

れ
た
会
ࣾ
を
औ
り
໭
す
。
ݐ
૔
ワ
ー

ル
ド
は
、
ϋ
ッ
ピ
ー
な
結
末
が
約
束

さ
れ
安
心
し
て
読
め
る
。
ح
૝
天
֎

な
計
画
や
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
細
部
の
リ
ア
リ

ς
ィ
ー
に
手
ൈ
き
が
な
く
、
一
気
に

最
後
ま
で
読
ま
せ
る
。「
令
和
஧
ਉ

ଂ
」
の
ັ
力
に
ど
っ
΀
り
ਁ
か
り
、

Ӷ
気
を
養
っ
て
も
ら
い
た
い
。

ޫจࣾ 1800円 � 税

2019白堊芸術祭での戸田さんの講話にू·られた昭和20年࣍
４年卒の大ઌഐ。左からླ໦໌ٱさん、戸田忠祐さん、૿ 田真࿠
さん、及川昭伍さん（S25卒）ࠤ、 ౻昭ೋ࿠さん（S20年࣍5年卒）

༉࠼のग़ల࡞඼をഎに、講話をされた戸田忠祐さん（左）




